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反
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（毎週月曜日発行）

　
３
・
14
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
定
阻
止
を
掲
げ
、
動
労
総
連
合
は
全
国
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立

っ
た
。
今
回
の
ダ
イ
改
は
Ｊ
Ｒ
の
あ
り
方
を
大
再
編
す
る
攻
撃
の
始
ま
り
だ
。
北
陸
新

幹
線
開
業
に
伴
い
、
在
来
線
は
四
つ
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
移
管
さ
れ
、
徹
底
し
た
地
方

の
切
り
捨
て
が
進
む
。
千
葉
で
は
特
急
が
全
廃
な
い
し
大
幅
削
減
さ
れ
た
。
上
野
東
京

ラ
イ
ン
の
開
通
は
、
一
層
の
安
全
破
壊
を
も
た
ら
す
。
Ｊ
Ｒ
は
ダ
イ
改
を
機
に
第
２
の

分
割
・
民
営
化
と
言
う
べ
き
労
組
破
壊
攻
撃
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
れ
へ
の
全
面
反
撃
が

始
ま
っ
た
。
動
労
千
葉
は
３
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
本
線
運
転
士
全
員
が
ス
ト
に
入

っ
た
。
動
労
水
戸
は
14
、
15
日
、
全
乗
務
員
が
ス
ト
に
立
っ
た
。
動
労
西
日
本
は
12

日
、
五
日
市
駅
と
広
島
印
刷
事
業
所
で
ス
ト
を
貫
徹
し
た
。
動
労
連
帯
高
崎
は
13
日

朝
、
高
崎
車
両
セ
ン
タ
ー
籠
原
運
輸
区
前
で
の
抗
議
・
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。

上巻定価2300円＋税
下巻定価2400円＋税

改
で
上
野
駅
へ
の
乗
り
入
れ

を
、
土
浦
と
勝
田
の
乗
務
員

だ
け
と
し
、
水
戸
や
い
わ
き

の
乗
務
員
は
そ
こ
に
は
入
れ

な
か
っ
た
。
区
所
の
明
確
化

と
言
っ
て
、
勝
田
と
土
浦
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

労
働
強
化
で
あ
り
、
常
磐
線

の
す
べ
て
の
運
輸
区
の
乗
務

員
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
安

全
な
運
行
を
維
持
し
て
き
た

事
実
を
否
定
す
る
分
断
攻
撃

だ
」
と
Ｊ
Ｒ
を
弾
劾
し
た
。

「
こ
れ
で
は
新
人
の
訓
練
も

満
足
に
で
き
ず
、
必
ず
事
故

と
い
う
か
た
ち
で
表
面
化
す

る
。
尼
崎
事
故
の
よ
う
な
こ

と
が
必
ず
起
き
る
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
、「
次
の
ス
ト
ラ

イ
キ
は
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ

う
！
」
と
勝
田
運
輸
区
内
の

労
働
者
に
呼
び
か
け
た
。

　
最
後
は
、
午
後
３
時
30

分
、
水
戸
運
輸
区
前
だ
。
石

井
委
員
長
は
「
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
、
外
注
化
が
も
た
ら
し

て
い
る
の
は
、
安
全
の
崩
壊

だ
。
東
労
組
が
会
社
と
一
緒

に
な
っ
て
労
働
者
に
押
し
付

け
て
い
る
」
と
弾
劾
し
、

「
東
労
組
の
組
合
員
の
み
な

さ
ん
。
今
こ
そ
決
断
の
と
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東

労
組
と
決
別
し
、
会
社
の
力

を
借
り
て
闘
わ
ず
し
て
青
年

を
支
配
す
る
組
合
幹
部
を
ぶ

っ
と
ば
そ
う
。
動
労
水
戸
に

入
っ
て
一
緒
に
闘
お
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
會
澤
さ
ん
は
「
昨
年
末
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
発
令
が

さ
れ
る
前
に
私
は
東
労
組
に

脱
退
届
と
、
動
労
水
戸
に
加

入
届
を
提
出
し
ま
し
た
。
会

社
は
自
分
へ
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
発
令
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
明
ら
か
に
会
社
は
闘

う
労
働
組
合
に
恐
怖
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
勝
利
感
に
満

ち
て
訴
え
た
。

　
最
後
に
照
沼
さ
ん
の
音
頭

で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
や

り
、
翌
日
の
動
労
水
戸
支
援

共
闘
結
成
集
会
へ
の
結
集
を

確
認
し
、
一
日
の
行
動
を
締

め
く
く
っ
た
。

現代革命
への挑戦

動
労
千
葉
の
決
起
集
会
で
田
中
委
員
長
が
決
意
表
明
（
３
月
13
日

　
千
葉
市
）

　
動
労
西
日
本
は
12
日
、
ダ

イ
改
阻
止
を
掲
げ
て
春
闘
第

２
波
の
ス
ト
に
立
っ
た
。
２

月
27
日
の
第
１
波
ス
ト
に
続

き
、
今
回
は
広
島
の
五
日
市

駅
で
大
江
照
己
委
員
長
、
広

島
印
刷
所
で
岡
崎
昭
夫
組
合

員
が
ス
ト
を
貫
徹
し
た
。

　
午
後
６
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日

本
・
広
島
支
社
前
で
ス
ト
貫

徹
総
決
起
集
会
が
開
か
れ
、

大
江
委
員
長
は
「
合
理
化
・

安
全
破
壊
の
ダ
イ
改
を
許
さ

な
い
」
と
述
べ
、
14
年
４
月

に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
大
江
委
員

長
に
対
し
て
強
行
し
た
職
場

内
で
の
組
合
ビ
ラ
配
布
に
対

す
る
厳
重
注
意
処
分
を
撤
回

し
ろ
と
怒
り
を
突
き
つ
け

た
。
岡
崎
組
合
員
は
「
印
刷

事
業
所
の
廃
止
に
絶
対
反
対

で
闘
う
」
と
宣
言
し
た
。

　
福
知
山
駅
の
原
田
隆
司
組

合
員
は
青
年
を
精
神
疾
患
に

追
い
込
む
Ｊ
Ｒ
を
弾
劾
し
、

四
条
畷
駅
の
中
西
剛
副
委
員

長
は
「
Ｊ
Ｒ
の
解
雇
策
動
を

粉
砕
し
職
場
復
帰
を
実
現
す

る
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
自
治
労
倉
敷
の
百

本
敏
昭
委
員
長
、
広
島
連
帯

ユ
ニ
オ
ン
青
年
部
、
同
草
津

病
院
支
部
、
広
大
生
協
労

組
、
婦
民
全
国
協
広
島
支

部
、
広
大
学
生
自
治
会
が
連

帯
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

動
労
西
日
本
が

第
２
波
の
ス
ト

「
人
と
し
て
生
活
で
き
る
賃

金
」
す
ら
保
障
し
な
い
Ｃ
Ｔ

Ｓ
を
弾
劾
し
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
の

組
織
拡
大
に
向
け
、
春
闘
を

闘
う
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
こ
の
日
、
ス
ト
に
入
っ
た

津
田
沼
支
部
、
千
葉
運
転
区

支
部
、
京
葉
支
部
が
ス
ト
貫

徹
の
決
意
を
表
し
た
。
組
織

拡
大
の
最
先
頭
で
闘
う
と
い

う
北
嶋
琢
磨
青
年
部
長
の
力

強
い
決
意
に
ひ
と
き
わ
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反

対
同
盟
の
伊
藤
信
晴
さ
ん
が

３
・
29
全
国
集
会
へ
の
総
力

結
集
を
強
く
訴
え
た
。

　
最
後
に
、
長
田
敏
之
書
記

長
が
発
言
に
立
ち
、「
と
く

に
訴
え
た
い
の
は
組
織
拡
大

だ
。
こ
こ
が
最
大
の
闘
い
で

あ
り
、
勝
利
の
道
だ
」
と
強

調
し
た
。「
分
割
・
民
営
化

反
対
に
決
起
し
て
以
来
の
わ

れ
わ
れ
の
30
年
の
闘
い
は
、

全
然
負
け
て
い
な
い
。
一
人

ひ
と
り
の
組
合
員
が
自
信
と

確
信
を
持
て
ば
必
ず
組
織
拡

大
の
道
は
開
け
る
」
と
訴
え

た
。
組
合
歌
合
唱
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

　
翌
14
日
、
ス
ト
に
立
ち
上

が
っ
た
組
合
員
は
館
山
駅
前

で
の
宣
伝
行
動
を
意
気
高
く

闘
い
ぬ
い
た
。
首
都
圏
の
駅

頭
で
は
支
援
の
ビ
ラ
ま
き
・

宣
伝
が
行
わ
れ
た
。

　
動
労
千
葉
の
第
２
波
、
第

３
波
闘
争
と
連
帯
し
て
闘

い
、
３
・
22
首
都
圏
春
闘
大

行
動
、
３
・
29
三
里
塚
闘
争

に
総
決
起
し
、
４
月
杉
並
区

議
選
決
戦
へ
進
撃
し
よ
う
。

述
べ
た
。

　
貨
物
賃
下
げ
と
の
闘
い
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
、
千
葉
機

関
区
支
部
の
梶
ケ
谷
正
副
支

部
長
と
貨
物
協
議
会
の
佐
藤

正
和
議
長
が
ア
ピ
ー
ル
を
行

っ
た
。

　
外
注
化
粉
砕
へ
、
幕
張
支

部
の
山
田
護
支
部
長
が
「
組

合
員
へ
の
新
た
な
不
当
配
転

の
動
き
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も

ス
ト
に
入
る
」
と
発
言
し
、

半
田
幸
夫
車
両
技
術
分
科
会

長
が
「
外
注
化
さ
れ
た
仕
事

と
仲
間
を
取
り
戻
す
」
と
決

意
を
表
し
た
。

一
丸
と
な
り
組
織
拡
大
へ

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
清
掃
部
門
の
労
働

者
が
休
憩
時
間
中
に
行
っ
た

超
過
勤
務
分
の
未
払
い
賃
金

問
題
に
つ
い
て
、
関
道
利
執

行
委
員
が
闘
争
の
経
過
を
報

告
し
た
。
未
払
い
賃
金
問
題

で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
を
追
及
し
ぬ
く
と

と
も
に
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
の
３
万

円
の
賃
上
げ
と
定
昇
実
施
を

要
求
し
て
闘
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て

Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
組
合
員
３
人
が

　
３
月
14
日
の
Ｊ
Ｒ
に
よ
る

ダ
イ
ヤ
改
定
の
強
行
に
対
し

て
、
動
労
水
戸
は
14
日
と
15

日
に
勤
務
に
入
っ
て
い
る
乗

務
員
11
人
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に

決
起
し
た
。
そ
し
て
、
14
日

に
は
大
子
駅
の
近
く
に
あ
る

水
郡
線
営
業
所
運
輸
科
、
勝

田
運
輸
区
、
水
戸
運
輸
区
の

３
カ
所
の
門
前
を
順
番
に
回

り
街
宣
を
行
っ
た
。
街
宣
活

動
に
は
ス
ト
対
象
者
と
勤
務

に
入
っ
て
い
な
い
組
合
員
、

宇
都
宮
や
福
島
か
ら
の
支
援

の
仲
間
が
結
集
し
、
総
勢
20

人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
街

宣
活
動
で
は
、
極
限
的
な
労

働
強
化
と
地
方
切
り
捨
て
に

徹
底
対
決
す
る
と
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
Ｊ
Ｒ
と

結
託
し
施
策
を
労
働
者
に
押

し
付
け
る
た
め
に
存
在
し
て

い
る
東
労
組
幹
部
を
弾
劾

し
、
と
り
わ
け
青
年
労
働
者

に
東
労
組
と
決
別
し
て
動
労

水
戸
に
加
入
す
る
こ
と
を
熱

烈
に
訴
え
た
。

　
午
前
10
時
、
水
郡
線
の
運

転
士
が
勤
務
し
て
い
る
水
郡

線
営
業
所
運
輸
科
の
前
に
集

ま
っ
た
動
労
水
戸
組
合
員
と

支
援
の
仲
間
は
、
運
輸
科
で

働
く
仲
間
に
向
け
て
訴
え

た
。
マ
イ
ク
を
持
っ
た
石
井

真
一
委
員
長
は
、
こ
の
ス
ト

ラ
イ
キ
は
Ｊ
Ｒ
が
か
け
て
き

て
い
る
大
攻
撃
に
対
す
る
反

撃
の
始
ま
り
だ
と
宣
言
し

た
。「
こ
の
ダ
イ
改
は
さ
ら

な
る
す
さ
ま
じ
い
労
働
強

化
、
業
務
の
外
注
化
を
も
た

ら
す
。
Ｍ
Ｔ
Ｓ
（
水
戸
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
）
で
は
業
務
の
説

明
を
ま
と
も
に
で
き
な
く
て

も
、
結
果
だ
け
を
押
し
付
け

て
く
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
で
60

歳
定
年
を
迎
え
た
労
働
者
の

エ
ル
ダ
ー
の
雇
用
先
と
し
て

も
不
足
し
て
い
る
。
国
鉄
分

割
・
民
営
化
の
破
綻
は
北
海

道
や
貨
物
、
九
州
の
現
実
を

見
れ
ば
明
ら
か
だ
」
と
Ｊ
Ｒ

を
弾
劾
し
た
。

　
昨
年
末
に
東
労
組
と
決
別

し
て
動
労
水
戸
に
加
入
し
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
発
令
を
粉
砕

し
た
會
澤
憲
一
さ
ん
は
、
初

め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起

し
た
。
會
澤
さ
ん
は
自
分
の

職
場
に
向
け
て
、「
自
分
が

動
労
水
戸
に
加
入
し
こ
の
組

合
は
本
当
に
組
合
員
の
こ
と

を
大
切
に
考
え
て
い
る
と
確

信
し
た
」
と
２
カ
月
間
の
実

感
を
語
っ
た
。
照
沼
靖
功
さ

ん
は
、
會
澤
さ
ん
が
動
労
水

戸
に
加
入
し
た
時
に
東
労
組

が
職
場
の
掲
示
板
に
掲
げ
た

文
章
に
つ
い
て
、「
動
労
水

戸
は
絶
対
反
対
で
闘
っ
て
い

る
が
、
東
労
組
は
会
社
の
施

策
に
対
案
を
出
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、

と
こ
と
ん
デ
タ
ラ
メ
な
会
社

の
施
策
に
対
し
て
対
案
を
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？
　

東
労
組
は
対
案
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
結
局
会
社
の
施
策

を
推
進
し
て
い
る
」
と
怒
り

で
弾
劾
し
た
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
掲
示
板
を
使
っ
た
動

労
水
戸
組
合
員
に
対
す
る
誹

謗
（
ひ
ぼ
う
）
は
、
動
労
水

戸
に
対
す
る
組
織
破
壊
攻
撃

で
あ
る
と
し
、
絶
対
に
許
さ

な
い
と
語
気
を
強
め
た
。

　
次
は
午
後
２
時
、
勝
田
運

輸
区
前
だ
。
こ
の
勝
田
運
輸

区
は
今
回
の
３
月
ダ
イ
改
で

上
野
東
京
ラ
イ
ン
の
開
通
に

よ
り
、
一
番
の
労
働
強
化
を

か
け
ら
れ
る
職
場
だ
。
こ
こ

で
働
く
国
分
勝
之
副
委
員
長

は
、「
Ｊ
Ｒ
は
今
回
の
ダ
イ

の
分
断
・
対
立
を
狙
う
攻
撃

に
対
し
、
ス
ト
で
団
結
を
つ

く
り
出
す
。
ま
た
、
画
期
的

な
の
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
３
万
円
の

賃
上
げ
を
掲
げ
、
初
の
春
闘

を
闘
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
Ｃ

Ｔ
Ｓ
の
非
正
規
職
撤
廃
を
掲

げ
た
新
た
な
闘
い
の
始
ま
り

だ
。

　
最
後
に
委
員
長
は
「
集
団

的
自
衛
権
関
連
の
安
保
法
制

な
ど
戦
争
に
突
き
進
む
現
状

は
、
労
働
運
動
の
後
退
が
も

た
ら
し
た
。
唯
一
の
解
決
は

闘
う
労
働
運
動
を
取
り
戻
す

こ
と
だ
」
と
力
を
込
め
た
。

　
銚
子
・
館
山
集
会
の
先
頭

に
立
っ
て
闘
っ
た
銚
子
、
佐

倉
、
木
更
津
、
鴨
川
の
各
支

部
か
ら
、
ロ
ー
カ
ル
線
切
り

捨
て
を
許
さ
ず
闘
う
決
意
が

表
明
さ
れ
た
。
家
族
会
か
ら

激
布
が
手
渡
さ
れ
、
動
労
千

葉
を
支
援
す
る
会
の
山
本
弘

行
事
務
局
長
が
熱
烈
な
連
帯

ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
貨
物
と
の
団
体
交
渉
報
告

を
川
崎
昌
浩
執
行
委
員
、
大

竹
哲
治
副
委
員
長
が
行
っ

た
。
川
崎
執
行
委
員
は
、
14

年
度
は
賃
金
を
低
く
抑
え
て

過
去
最
高
利
益
を
上
げ
な
が

ら
「
新
人
事
・
賃
金
制
度
で

賃
金
は
改
善
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
と
団
交
で
う
そ
ぶ
く
Ｊ

Ｒ
東
日
本
を
弾
劾
し
た
。
ま

た
、
ダ
イ
改
に
よ
っ
て
運
転

士
の
労
働
時
間
が
延
長
さ

れ
、
労
働
条
件
が
大
幅
に
悪

化
す
る
現
実
を
許
さ
ず
、
会

社
を
徹
底
的
に
追
及
す
る
構

え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
大
竹
副
委
員
長
は
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
諸
手
当
廃
止
で
１
人

１
万
円
近
く
賃
下
げ
と
な
る

こ
と
を
弾
劾
し
、
日
貨
労
カ

ク
マ
ル
が
裏
切
り
妥
結
を
行

っ
た
こ
と
に
怒
り
を
た
た
き

つ
け
た
。「
動
労
千
葉
は
３

万
８
千
円
の
大
幅
賃
上
げ
を

要
求
し
て
闘
い
、
現
場
か
ら

貨
物
労
働
者
の
反
乱
を
つ
く

り
出
す
」
と
闘
い
の
決
意
を

第
２
波
の
闘
い
は
３
月
18
〜

20
日
の
間
に
配
置
す
る
。
こ

れ
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
賃
下
げ
攻

撃
粉
砕
を
含
め
、
大
幅
賃
上

げ
獲
得
に
向
け
た
闘
い
だ
。

　
第
３
波
ス
ト
は
外
注
化
粉

砕
の
闘
い
と
し
て
構
え
る
。

Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
）
の
プ
ロ
パ
ー
労
働
者
と

　
続
け
て
委
員
長
は
今
春
闘

の
闘
争
方
針
を
提
起
し
た
。

確
認
し
た
。

　
そ
し
て
、「
今
次
ダ
イ
改

か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
Ｊ

Ｒ
が
鉄
道
会
社
と
し
て
の
業

務
を
全
部
放
り
出
す
究
極
の

外
注
化
だ
」
と
、
第
２
の
分

割
・
民
営
化
と
の
闘
い
の
重

大
性
を
訴
え
た
。

　「
87
年
の
時
は
国
鉄
に
焦

点
を
絞
っ
た
攻
撃
だ
っ
た

が
、
今
回
は
全
産
業
の
労
働

者
に
一
斉
に
同
様
の
攻
撃
が

か
け
ら
れ
、
そ
れ
へ
の
怒
り

が
噴
き
出
す
な
か
で
行
わ
れ

る
。
動
労
千
葉
は
そ
の
先
頭

に
立
つ
責
任
を
負
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
時
代
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
30
年
間
の
分

割
・
民
営
化
絶
対
反
対
の
闘

い
を
続
け
て
き
た
」

貨
物
賃
下
げ
粉
砕
へ
闘
う

の
怒
り
と
結
び
つ
い
て
分
割

・
民
営
化
以
来
つ
く
り
出
さ

れ
て
き
た
社
会
の
あ
り
方
を

ひ
っ
く
り
返
す
闘
い
だ
」
と

に
、
支
援
の
労
働
者
・
学
生

ら
２
８
０
人
が
続
々
と
駆
け

つ
け
た
。

　
繁
沢
敬
一
副
委
員
長
が
集

会
の
開
始
を
宣
言
し
、
初
め

に
田
中
康
宏
委
員
長
が
本
部

を
代
表
し
て
決
意
を
表
明
し

た
。

　「
本
日
か
ら
の
ス
ト
は
３

・
14
ダ
イ
改
を
も
っ
て
始
ま

る
第
２
の
分
割
・
民
営
化
に

対
す
る
動
労
千
葉
の
闘
争
宣

言
の
出
発
点
だ
。
こ
の
攻
撃

を
粉
砕
し
て
、
闘
う
労
働
運

動
を
絶
対
に
取
り
戻
す
。
も

う
一
点
は
、
貨
物
の
賃
下
げ

攻
撃
に
腹
の
底
か
ら
怒
り
の

声
を
上
げ
、
大
幅
賃
上
げ
を

か
ち
と
る
こ
と
だ
」

　
ス
ト
に
先
立
っ
て
２
・
26

銚
子
、
３
・
７
館
山
で
ロ
ー

カ
ル
線
切
り
捨
て
反
対
の
地

域
集
会
が
大
成
功
し
た
。
こ

の
闘
い
の
意
義
を
、「
地
域

　
動
労
千
葉
は
、
３
月
13
日

か
ら
15
日
の
春
闘
第
１
波
ス

ト
に
決
起
し
た
。
全
本
線
運

転
士
が
ス
ト
に
入
っ
た
。

　
13
日
午
後
６
時
か
ら
千
葉

商
工
会
議
所
で
、「
15
春
闘

勝
利
！
ダ
イ
改
・
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
切
り
捨
て
絶
対
反

対
！
外
注
化
粉
砕
・
組
織
拡

大
！
ス
ト
貫
徹
！
」
を
掲
げ

総
決
起
集
会
が
行
わ
れ
た
。

ス
ト
突
入
の
組
合
員
を
先
頭

全
本
線
運
転
士
が
ス
ト
に

動
労
水
戸
が
照
沼
さ
ん
の
音
頭
で
Ｊ
Ｒ
を
弾
劾
（
３
月
14
日

　
水
戸
運
輸
区
前
）

全面外注化・安全崩壊・ローカル線切り捨て

３・14ダイ改阻止でスト
動
労
千
葉
・
動
労
水
戸
が
渾
身
の
決
起

ス
ト
突
入
組
合
員
先
頭
に
280
人

勤
務
の
全
乗
務
員
が
ス
ト

「第
２
の
分
割・民
営
化
粉
砕
」を
宣
言

動労千葉
決起集会

〝
東
労
組
と
決
別
し
て
闘
お
う
〞

動労水戸

３
・
11
反
原
発
福
島
行
動
に
立
つ（
 
 

 
 

）
11
日

郡
山
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被
曝
労
働
拒
否
を
組
合
と
し
て
闘
う

動労水戸支援共闘を結成

国
労
秋
田
闘
争
団

　「
被
曝
労
働
拒
否
を
た
た
か
う
動
労
水
戸
支
援
共
闘
」
の

結
成
集
会
が
３
月
15
日
、
東
京
都
台
東
区
（
上
野
）
で
開
か

れ
、
全
国
か
ら
５
８
０
人
が
結
集
し
た
。
集
会
は
、
動
労
水

戸
を
守
り
ぬ
く
と
と
も
に
、
被
曝
労
働
拒
否
を
全
労
働
者
の

課
題
と
す
る
た
め
に
闘
い
ぬ
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
や
Ｊ

Ｒ
資
本
は
日
本
帝
国
主
義
・
安
倍
政
権
の
基
軸
的
資
本
と
し

て
、
原
発
再
稼
働
と
福
島
圧
殺
の
最
先
兵
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
Ｊ
Ｒ
と
徹
底
的
に
対
決
し
て
動
労
千
葉
が
３
・
14
ダ
イ

ヤ
改
定
阻
止
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
し
て
い
る
さ
な
か
に
も

た
れ
た
集
会
は
、
国
鉄
決
戦
が
全
労
働
者
階
級
の
決
戦
攻
防

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
鮮
明
に
突
き
出
し
た
。

東北・首都圏をはじめ全国各地から集まった580人の仲間が、被曝労働拒否を
闘う動労水戸を支え、ともに闘う決意を固めた（３月15日　東京・台東区）

　
３
・
11
反
原
発
福
島
行
動

実
行
委
の
椎
名
千
恵
子
さ
ん

が
カ
ン
パ
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ

た
。「
先
日
の
３
・
11
郡
山

の
闘
い
で
労
働
者
階
級
の
存

在
を
実
感
し
た
。
闘
う
労
働

組
合
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が

核
心
だ
」
と
訴
え
た
。

結
成
宣
言
を
拍
手
で
採
択

　
動
労
神
奈
川
を
結
成
し
た

東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
の
青

年
労
働
者
が
「
組
合
を
結
成

し
て
３
月
雇
い
止
め
解
雇
を

粉
砕
し
た
」
と
勝
利
感
に
満

ち
て
報
告
し
た
。

　
国
労
新
潟
県
支
部
執
行
委

員
の
星
野
文
男
さ
ん
は
、
地

方
切
り
捨
て
の
ダ
イ
ヤ
改
定

の
実
態
を
暴
く
と
と
も
に
、

「
新
潟
で
動
労
総
連
合
を
つ

く
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
南
部
バ
ス
労
組
と
愛
媛
県

職
労
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
連
帯
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
元
原
発
労
働
者
の
斉
藤
征

二
さ
ん
が
「
原
発
再
稼
働
は

も
っ
て
の
ほ
か
だ
。
国
と
社

会
の
あ
り
方
を
変
え
る
の
が

労
働
組
合
の
使
命
。
命
を
守

る
た
め
こ
の
運
動
を
盛
り
上

げ
、
安
倍
政
権
を
倒
そ
う
」

と
力
説
し
た
。
八
尾
北
医
療

セ
ン
タ
ー
労
組
の
藤
木
良
枝

委
員
長
は
、
同
医
療
セ
ン
タ

ー
で
も
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査

が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
ふ

く
し
ま
共
同
診
療
所
と
と
も

に
闘
い
ぬ
く
と
報
告
し
た
。

　
動
労
水
戸
の
辻
川
慎
一
副

委
員
長
が
お
礼
と
決
意
の
言

葉
を
述
べ
、「
被
曝
労
働
拒

否
の
ス
ト
、
ダ
イ
改
阻
止
の

ス
ト
は
、
私
た
ち
の
労
働
は

資
本
家
の
も
の
で
は
な
く
社

会
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
安
全
と
命
を
運
ぶ
鉄

道
労
働
者
と
し
て
、
住
民
に

被
曝
を
強
制
す
る
Ｊ
Ｒ
と
闘

う
こ
と
は
正
義
だ
。
こ
の
闘

い
は
根
底
的
に
支
持
さ
れ

る
。
す
べ
て
の
労
働
者
が
階

級
性
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、

支
援
共
闘
結
成
の
目
的
だ
」

と
力
を
込
め
て
訴
え
た
。

　
支
援
共
闘
結
成
宣
言
を
国

労
小
倉
地
区
闘
争
団
の
羽
廣

憲
さ
ん
が
読
み
上
げ
、
行
動

方
針
を
提
起
し
て
、
圧
倒
的

な
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

　
集
会
の
冒
頭
に
は
３
・
11

以
来
の
動
労
水
戸
の
闘
い
を

記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
ト
ル
コ

の
階
級
的
労
働
組
合
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
、
動
労
総
連
合
の
闘
い

が
国
際
的
に
支
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

（
１
）

　
２
０
１
１
年
３
・
11
か
ら

４
年
。
世
界
大
恐
慌
の
さ
ら

な
る
深
化
の
な
か
で
、
安
倍

政
権
は
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
を
強
行

し
、
１
・
20
人
質
事
件
を
も

口
実
と
し
て
戦
争
に
全
面
的

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。「
戦

争
か
、
革
命
か
」
が
真
正
面

か
ら
問
わ
れ
る
時
代
の
到
来

で
す
。
安
倍
政
権
を
打
ち
倒

し
、
戦
争
と
原
発
の
な
い
社

会
、
労
働
者
が
主
人
公
の
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
２
）

　
原
発
事
故
は
ま
っ
た
く
収

束
し
て
い
ま
せ
ん
。
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
し
た
燃
料
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
も
分
か
ら

ず
、
大
量
の
放
射
能
は
い
ま

も
空
を
、
大
地
を
、
海
を
汚

染
し
続
け
て
い
ま
す
。
福
島

で
子
ど
も
た
ち
１
１
７
人

（
疑
い
含
む
）
が
甲
状
腺
が

ん
を
発
症
し
、
古
里
に
戻
り

た
く
て
も
戻
れ
な
い
高
齢
者

が
仮
設
住
宅
で
日
々
、
命
を

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
倍
政
権
は
、
原
発
事
故

を
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う

と
３
月
１
日
、
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
開
通
を
強
行
し
、

帰
還
・
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
と

一
体
と
な
っ
て
、
常
磐
線
開

通
に
よ
っ
て
福
島
の
怒
り
を

圧
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
Ｊ
Ｒ
で
す
。
Ｊ
Ｒ
は
２
０

１
４
年
の
竜
田
延
伸
に
続
い

て
、
常
磐
線
の
全
線
開
通
に

向
け
て
今
年
中
に
津
波
で
被

災
し
た
富
岡
駅
の
駅
舎
を
解

体
し
、
新
駅
舎
の
設
計
ま
で

や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
再

爆
発
の
危
機
と
隣
り
合
わ
せ

の
福
島
第
一
原
発
に
向
か
っ

て
、
列
車
を
走
ら
せ
る
こ
と

は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

（
３
）

　
動
労
水
戸
は
２
０
１
１

年
、
被
曝
車
両
Ｋ
５
４
４
の

検
査
・
修
繕
、
運
用
を
強
行

し
よ
う
と
す
る
Ｊ
Ｒ
に
対
し

て
被
曝
労
働
絶
対
反
対
を
掲

げ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
被
曝
労
働
そ

の
も
の
を
職
場
の
問
題
と
し

て
、
被
曝
労
働
さ
せ
な
い
と

い
う
闘
い
は
動
労
水
戸
が
初

め
て
提
起
し
た
闘
い
で
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
労
働
組
合
が
口

先
で
は
被
曝
労
働
を
問
題
に

し
て
も
、
実
際
に
は
「
業
務

命
令
が
出
さ
れ
た
ら
闘
え
な

い
」
と
あ
ら
か
じ
め
闘
い
を

放
棄
し
、
青
年
労
働
者
の
怒

り
を
抑
え
つ
け
て
き
ま
し

た
。
動
労
水
戸
の
ス
ト
ラ
イ

キ
は
、
青
年
労
働
者
に
「
被

曝
に
対
し
て
労
働
組
合
は
闘

う
こ
と
が
で
き
る
」「
闘
え

ば
勝
て
る
」
と
い
う
こ
と
を

衝
撃
的
に
示
し
た
の
で
す
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
な
か
で

青
年
労
働
者
が
動
労
水
戸
に

結
集
し
て
い
ま
す
。

　
動
労
水
戸
は
、
28
年
間
に

わ
た
っ
て
国
鉄
分
割
・
民
営

化
に
絶
対
反
対
を
貫
き
、
動

労
千
葉
の
反
合
・
運
転
保
安

闘
争
路
線
の
前
進
と
一
体
と

な
っ
て
、
外
注
化
阻
止
・
非

正
規
職
撤
廃
を
闘
い
ぬ
い
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
被
曝
労
働

と
も
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
動
労
水
戸
と
動
労
千

葉
の
闘
い
は
、
動
労
総
連
合

を
全
国
津
々
浦
々
に
組
織
し

て
い
く
突
破
口
を
切
り
開
い

て
い
ま
す
。

（
４
）

　
原
発
は
労
働
者
へ
の
被
曝

の
強
制
な
し
に
は
１
秒
た
り

と
も
動
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
し
て
事
故
が
起
き

れ
ば
、
人
間
が
近
づ
く
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　
い
ま
、
福
島
第
一
原
発
で

の
収
束
作
業
に
は
、
毎
日
７

千
人
が
昼
夜
を
問
わ
ず
、
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
従
事

し
て
い
ま
す
。
こ
の
収
束
作

業
―
廃
炉
作
業
は
少
な
く
と

も
、
30
年
、
40
年
と
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
た
ち
の

子
や
孫
の
代
に
な
っ
て
も
や

り
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
作
業
を
と
め
た
瞬

間
、
再
度
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

を
引
き
起
こ
し
、
東
日
本
、

い
や
日
本
全
体
が
人
間
の
住

め
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
重
大
な
労
働

を
し
て
い
る
労
働
者
を
、
東

京
電
力
は
使
い
捨
て
に
す
る

こ
と
し
か
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
原
発
労
働
者
は
い
ま
、

何
重
に
も
わ
た
る
下
請
け
構

造
と
非
正
規
職
化
の
な
か
で

分
断
さ
れ
、
誇
り
を
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。
収
束
と
見
せ
か

け
る
た
め
に
過
密
な
作
業
工

程
を
強
制
さ
れ
労
災
事
故
で

命
ま
で
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
発
労
働
者
こ
そ
、
日
本

で
最
も
誇
り
高
き
労
働
者
で

す
。
原
発
の
な
か
に
被
曝
労

働
絶
対
反
対
で
闘
う
労
働
組

合
を
組
織
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
鉄
労
働

者
と
原
発
労
働
者
が
ス
ト
ラ

イ
キ
で
立
ち
上
が
っ
た
と

き
、「
命
よ
り
カ
ネ
」
の
社

会
を
根
本
的
に
変
革
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

（
５
）

　
動
労
水
戸
の
闘
い
を
す
べ

て
の
労
働
者
民
衆
に
伝
え
、

あ
ら
ゆ
る
職
場
に
被
曝
労
働

拒
否
を
闘
う
労
働
組
合
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
被
曝
と
関

係
な
い
労
働
者
は
い
ま
せ

ん
。
原
発
再
稼
働
を
被
曝
労

働
拒
否
の
闘
い
で
阻
止
し
ま

し
ょ
う
。

　
福
島
の
怒
り
と
つ
な
が

り
、
安
倍
政
権
打
倒
の
結
集

軸
と
し
て
「
被
曝
労
働
拒
否

を
た
た
か
う
動
労
水
戸
支
援

共
闘
」
の
結
成
を
宣
言
し
ま

す
。

と
初
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を

経
験
し
た
。
会
社
の
施
策
を

受
け
入
れ
る
だ
け
の
東
労
組

と
、
こ
れ
だ
け
闘
っ
て
支
援

を
受
け
て
い
る
動
労
水
戸

と
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か

は
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
と

き
っ
ぱ
り
と
述
べ
、
勝
田
支

部
の
照
沼
靖
功
さ
ん
は
「
28

年
前
の
結
成
以
来
、
団
結
を

崩
さ
ず
闘
っ
て
き
た
動
労
水

戸
の
闘
い
を
、
若
い
世
代
が

受
け
継
ぎ
継
続
す
る
」
と
決

意
を
示
し
た
。

　
登
壇
し
た
家
族
一
人
ひ
と

り
が
あ
い
さ
つ
し
、
動
労
水

戸
の
不
当
労
働
行
為
粉
砕
裁

判
の
代
理
人
を
務
め
る
葉
山

岳
夫
弁
護
士
、
松
田
生
朗
弁

護
士
が
、
動
労
水
戸
と
と
も

に
闘
い
ぬ
く
と
表
明
し
た
。

キ
の
本
質
だ
。
安
全
と
命
を

運
ぶ
鉄
道
労
働
者
と
し
て
、

住
民
に
被
曝
を
強
制
す
る
Ｊ

Ｒ
と
闘
う
こ
と
は
正
義
だ
。

　
動
労
水
戸
が
先
頭
に
立
っ

て
、
福
島
・
全
国
の
自
治
体

労
働
者
、
教
育
労
働
者
、
交

通
労
働
者
、
す
べ
て
の
労
働

者
が
被
曝
労
働
に
反
対
し

て
、
自
分
た
ち
が
闘
う
こ
と

が
子
ど
も
た
ち
と
住
民
を
守

る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

資
本
家
か
ら
自
分
た
ち
の
労

働
を
奪
い
取
る
。
こ
の
闘
い

が
、
原
発
労
働
者
が
自
分
た

ち
の
命
を
守
る
た
め
に
立
ち

上
が
る
条
件
を
つ
く
る
。

　
動
労
千
葉
・
動
労
水
戸
は

分
割
・
民
営
化
に
対
し
、
労

働
者
の
階
級
性
に
お
い
て
断

固
と
し
て
闘
い
ぬ
い
て
き

た
。
動
労
千
葉
・
動
労
水
戸

を
軸
に
し
て
全
国
に
動
労
総

連
合
を
つ
く
り
、
国
鉄
労
働

者
、
そ
し
て
全
労
働
者
の
階

級
性
を
呼
び
覚
ま
す
。
そ
れ

が
支
援
共
闘
結
成
の
目
的

だ
。
世
の
中
を
変
え
る
闘
い

を
こ
こ
か
ら
始
め
よ
う
。

　
動
労
水
戸
の
被
曝
労
働
拒

否
の
闘
い
に
は
根
底
的
な
支

持
が
あ
り
、
そ
れ
に
支
え
ら

れ
て
や
り
き
れ
て
き
た
。

　
こ
の
闘
い
は
、
私
た
ち
の

労
働
は
資
本
家
の
も
の
で
は

な
く
、
社
会
の
も
の
だ
と
示

し
た
。
自
分
た
ち
の
労
働
を

奪
い
返
す
こ
と
が
ス
ト
ラ
イ

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
動
労
水
戸
の
闘
い
は
、
反

原
発
・
反
核
闘
争
を
労
働
現

場
の
労
働
組
合
の
問
題
と
し

て
押
し
上
げ
た
画
歴
史
的
な

闘
い
で
す
。
私
も
呼
び
か
け

人
と
し
て
運
動
の
拡
大
へ
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

や
労
働
者
に
対
し
て
、
死
ん

で
し
ま
え
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
本
当
に
悔
し
い
。

　
被
曝
労
働
反
対
の
闘
い

は
、
動
労
水
戸
だ
け
の
闘
い

で
は
な
く
、
福
島
県
の
す
べ

て
の
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ

キ
を
も
っ
て
闘
い
ぬ
く
べ
き

課
題
で
す
。
福
島
か
ら
全
国

に
、
全
世
界
に
こ
の
闘
い
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
い
わ
き
ユ
ニ
オ
ン
の
原
発

労
働
者
は
、
被
曝
し
な
い
よ

う
に
作
業
し
た
い
、
自
分
の

子
や
孫
ま
で
収
束
運
動
を
ち

ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
、
労

働
組
合
を
つ
く
っ
て
自
分
た

ち
の
労
働
条
件
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

う
そ
を
つ
き
続
け
る
安
倍
政

権
を
打
倒
し
な
く
て
は
原
発

問
題
は
解
決
し
な
い
。

　
動
労
水
戸
は
昨
日
、
ダ
イ

改
阻
止
の
ス
ト
に
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

年
を
作
業
か
ら
外
す
こ
と
を

か
ち
と
っ
た
。
動
労
水
戸
の

存
在
は
福
島
に
住
む
者
、
Ｊ

Ｒ
で
労
働
運
動
を
闘
う
者
に

と
っ
て
希
望
の
光
で
す
。

　
被
曝
労
働
拒
否
の
闘
い
を

労
働
組
合
の
闘
い
と
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
外
注
化
阻
止
・
非
正

規
職
撤
廃
の
闘
い
と
一
体
で

す
。
福
島
で
は
原
発
労
働
者

や
除
染
労
働
者
は
も
ち
ろ

ん
、
交
通
運
輸
労
働
者
、
郵

政
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
自
治
体
、
学

校
の
労
働
者
が
被
曝
労
働
を

強
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
労

水
戸
の
よ
う
な
闘
い
が
、
福

島
の
労
働
現
場
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
福
島
の
郡
山
工

場
や
各
Ｊ
Ｒ
職
場
、
地
域
に

闘
う
労
働
組
合
を
つ
く
り
、

そ
の
力
で
福
島
原
発
で
働
く

原
発
労
働
者
の
団
結
体
を
つ

　
政
府
は
避
難
区
域
を
ど
ん

ど
ん
解
除
す
る
。
常
磐
線
の

竜
田
延
伸
。
原
発
の
近
く
を

通
る
国
道
６
号
の
全
線
開

通
。
１
月
31
日
に
は
Ｊ
Ｒ
は

竜
田
駅
か
ら
原
ノ
町
駅
ま
で

バ
ス
代
行
運
転
を
開
始
。
３

月
１
日
に
は
常
磐
道
が
全
線

開
通
し
ま
し
た
。
福
島
県
民

　
震
災
後
、
常
磐
線
の
広
野

付
近
に
置
か
れ
て
い
た
Ｋ
５

４
４
車
両
を
Ｊ
Ｒ
が
使
う
と

言
っ
て
、
動
労
水
戸
が
そ
れ

に
ス
ト
で
闘
っ
た
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
俺
ら
も
闘
い
始

め
ま
し
た
。
安
全
だ
と
言
う

会
社
に
「
内
部
被
曝
は
ど
う

な
る
ん
だ
」
と
連
日
追
及
し

て
、
防
護
服
の
貸
与
と
、
青

あ
り
、
す
べ
て
の
労
働
者
を

獲
得
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　
僕
ら
が
め
ざ
す
も
の
は
ひ

と
つ
で
す
。
労
働
者
の
団
結

し
た
力
は
こ
の
社
会
も
歴
史

も
す
べ
て
動
か
す
。
そ
れ
を

実
感
し
た
労
働
者
は
百
万
馬

力
の
力
を
発
揮
す
る
。
今
日

は
そ
の
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
。
動
労
千
葉
も
春
闘
の

第
２
波
、
第
３
波
闘
争
を
闘

い
抜
く
決
意
で
す
。

　
３
・
11
か
ら
４
年
、
私
た

ち
の
闘
い
へ
支
援
と
応
援
に

本
当
に
感
謝
、
感
激
で
す
。

青
年
の
決
意
表
明
に
沸
く

　
こ
れ
ら
の
発
言
を
受
け
、

動
労
水
戸
組
合
員
と
家
族
が

登
壇
し
た
。
石
井
真
一
委
員

長
が
発
言
し
、
常
磐
線
の
全

線
開
通
を
狙
う
Ｊ
Ｒ
と
闘
い

抜
く
と
宣
言
。
ま
た
「
動
労

水
戸
は
昨
日
、
ダ
イ
改
阻
止

の
ス
ト
に
立
ち
上
が
っ
た
」

と
報
告
し
、「
被
曝
労
働
拒

否
の
闘
い
を
動
労
水
戸
の
闘

い
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
、
福

島
、
全
国
の
労
働
組
合
の
課

題
に
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
大
子
支
部
の
會
澤
憲
一
さ

ん
は
「
昨
年
12
月
に
動
労
水

戸
に
加
入
し
、
昨
日
、
今
日

べ
て
、「
動
労
千
葉
は
動
労

水
戸
と
と
も
に
第
２
の
分
割

・
民
営
化
に
立
ち
向
か
い
春

闘
第
２
波
、
第
３
波
の
闘
い

に
立
つ
」
と
宣
言
し
た
。

　
福
島
診
療
所
建
設
委
員
会

の
佐
藤
幸
子
さ
ん
は
、
原
発

事
故
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す

る
安
倍
へ
の
怒
り
を
た
ぎ
ら

せ
つ
つ
、「
政
府
と
政
治
を

変
え
る
第
一
歩
が
今
日
の
集

会
だ
」
と
訴
え
た
。

　
ふ
く
し
ま
共
同
診
療
所
の

杉
井
吉
彦
医
師
は
、「
被
曝

労
働
拒
否
は
医
療
の
上
か
ら

も
き
わ
め
て
正
当
。
こ
れ
が

全
労
働
者
の
意
識
に
な
る
べ

き
だ
」
と
発
言
し
た
。

　
国
労
郡
山
工
場
支
部
の
橋

本
光
一
さ
ん
は
、「
動
労
水

戸
は
福
島
に
住
む
者
、
Ｊ
Ｒ

で
働
く
者
に
と
っ
て
希
望
の

光
だ
。
郡
山
工
場
を
始
め
Ｊ

Ｒ
職
場
と
福
島
の
各
地
域
に

闘
う
労
働
運
動
を
つ
く
り
出

す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

の
要
旨
を
別
掲
）。

　
結
成
に
い
た
る
経
過
を
支

援
共
闘
事
務
局
が
報
告
し
た

の
に
続
き
、
動
労
千
葉
の
田

中
康
宏
委
員
長
が
、
13
日
か

ら
ス
ト
に
入
っ
た
と
報
告
。

動
労
水
戸
結
成
以
来
の
闘
い

を
振
り
返
り
つ
つ
、「
被
曝

労
働
拒
否
の
闘
い
と
い
う
誰

も
実
現
で
き
な
か
っ
た
闘
い

を
動
労
水
戸
は
実
現
し
た
。

そ
こ
に
労
働
者
を
獲
得
す
る

力
が
あ
る
。
闘
う
労
働
組

合
、
労
働
者
の
団
結
に
社
会

を
動
か
す
力
が
あ
る
」
と
述

い
う
中
で
、
被
曝
労
働
拒
否

の
闘
い
は
全
労
働
者
の
団
結

の
核
、
道
標
と
な
り
ま
す
。

　
三
つ
に
、
動
労
総
連
合
を

今
こ
そ
全
国
に
つ
く
ろ
う
。

１
％
の
支
配
者
を
１
日
も
早

く
打
ち
倒
そ
う
。
私
は
動
労

水
戸
の
み
な
さ
ん
と
固
く
団

結
し
て
動
労
水
戸
を
守
り
抜

き
ま
す
。（
呼
び
か
け
人
あ

い
さ
つ
）

戸
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
に
、
動
労
水
戸
の
闘

い
は
す
べ
て
の
労
働
者
人
民

の
闘
い
の
道
標
で
す
。
被
曝

と
無
関
係
な
人
は
い
な
い
。

福
島
で
は
公
務
員
が
何
百
人

と
退
職
し
て
い
ま
す
。
そ
う

の
85
〜
86
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
本

当
に
勇
気
あ
る
決
起
で
し

た
。
僕
は
そ
れ
を
思
い
出
し

て
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　
動
労
水
戸
の
闘
い
に
は
、

二
つ
の
尊
い
真
実
が
あ
り
ま

す
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に

対
し
て
団
結
を
守
っ
て
30
年

間
が
ん
ば
り
ぬ
い
た
と
い
う

真
実
。
そ
し
て
被
曝
労
働
拒

否
の
闘
い
、
こ
れ
は
誰
も
実

現
し
た
こ
と
が
な
い
闘
い
で

す
。
自
分
の
職
場
か
ら
ス
ト

ラ
イ
キ
で
原
発
に
反
対
し
て

闘
う
の
は
困
難
を
極
め
ま

す
。
だ
け
ど
そ
こ
に
真
実
が

　
昨
日
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に

立
ち
上
が
っ
て
結
集
し
て
い

る
動
労
水
戸
の
仲
間
た
ち
と

家
族
の
み
な
さ
ん
に
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
動
労

千
葉
も
13
日
か
ら
延
べ
１
２

３
人
の
本
線
運
転
士
が
ス
ト

ラ
イ
キ
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

　
動
労
水
戸
の
仲
間
た
ち
は

１
９
８
６
年
11
月
に
分
離
・

独
立
し
ま
し
た
。
動
労
千
葉

　
多
く
の
み
な
さ
ん
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
動
労

水
戸
の
組
合
員
・
家
族
の
み

な
さ
ん
が
こ
の
間
、
も
の
す

ご
い
闘
い
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
和
解
を
拒
否
し
て
闘
う

国
労
の
４
人
の
原
告
団
も
、

全
員
一
致
で
と
も
に
闘
う
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
簡
潔
に
３
点
訴
え
ま
す
。

一
つ
に
、
動
労
水
戸
の
闘
い

は
、
戦
争
、
原
発
再
稼
働
、

首
切
り
の
安
倍
を
打
倒
し
、

「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分

だ
け
」
の
新
自
由
主
義
を
覆

す
闘
い
で
す
。
福
島
原
発
事

故
に
労
働
組
合
と
し
て
立
ち

向
か
い
、
被
曝
労
働
拒
否
を

闘
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
で
初

め
て
で
す
。
ト
ル
コ
の
労
働

者
を
始
め
世
界
中
が
動
労
水

だ
。
第
二
に
、
動
労
水
戸
の

闘
い
は
全
労
働
者
人
民
の
闘

い
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）

で
あ
り
、
団
結
を
つ
く
る
拠

点
だ
。
被
曝
と
無
関
係
な
人

は
一
人
も
い
な
い
。
被
曝
労

働
拒
否
の
闘
い
は
全
労
働
者

の
団
結
の
核
と
な
る
。
第
三

に
、
全
国
に
動
労
総
連
合
を

つ
く
り
、
１
％
の
支
配
者
を

打
ち
倒
そ
う
」
と
訴
え
た

（
小
玉
さ
ん
ら
５
人
の
発
言

〝
動
労
水
戸
は
希
望
の
光
だ
〞

　
司
会
を
福
島
か
ら
山
形
に

避
難
し
て
い
る
女
性
労
働
者

と
動
労
水
戸
の
池
田
学
執
行

委
員
が
務
め
た
。
司
会
の
女

性
が
「
原
発
事
故
は
終
わ
っ

て
い
な
い
。
ま
だ
そ
の
責
任

を
誰
に
も
取
ら
せ
て
い
な

い
。
動
労
水
戸
の
闘
い
が
あ

る
か
ら
福
島
か
ら
声
を
上
げ

ら
れ
る
。
今
日
は
そ
の
動
労

水
戸
の
支
援
共
闘
を
結
成
す

る
大
切
な
集
会
だ
」
と
述
べ

て
集
会
が
始
ま
っ
た
。

　
国
労
秋
田
闘
争
団
の
小
玉

忠
憲
さ
ん
が
支
援
共
闘
の
呼

び
か
け
人
と
し
て
３
点
を
発

言
し
、「
第
一
に
、
動
労
水

戸
の
闘
い
は
戦
争
と
原
発
再

稼
働
を
強
行
す
る
安
倍
を
打

倒
し
、『
今
だ
け
、
金
だ

け
、
自
分
だ
け
』
の
新
自
由

主
義
を
根
本
か
ら
覆
す
闘
い

演壇に並んだ動労水戸の組合員と家族に大きな拍手（３月15日
東　   京）

全
国
の
労
働
者
は
こ
れ
に
続
こ
う

動
労
総
連
合
の
建
設
を
集
会
で
の

発
言
か
ら

全
労
働
者
が
団
結
す
る
道
標

小
玉
忠
憲
さ
ん

動
労
千
葉

団
結
を
守
り
30
年
間
闘
っ
た

田
中
康
宏
委
員
長

国
労
郡
山
工
場
支
部

福
島
で
も
被
曝
労
働
拒
否
を

橋
本
光
一
さ
ん

動
労
水
戸

福
島
か
ら
闘
い
を
広
げ
よ
う

石
井
真
一
委
員
長

動
労
水
戸

階
級
性
呼
び
覚
ま
す
闘
い
を

辻
川
慎
一
副
委
員
長

被
曝
労
働
拒
否
を
た
た
か
う
動
労
水
戸
支
援
共
闘

　
結
成
宣
言
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